
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
桜
ト
ン
ネ
ル
で
お
も
て
な
し

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
雨
引
休
憩
所　

桜
ト
ン
ネ
ル
満
開

■主な内容■
●●❷ 平成 28 年度当初予算
●●❹ 桜川市職員の人事異動
●●❽ 納税には口座振替がお勧めです
●❾ 歴史資料館だより No.64　
●⓰ 年長さんご紹介
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平成28年度当初予算

市
に
入
っ
て
く

る
お
金

　

一
般
会
計
の
歳

入
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
配
分
さ
れ

る
地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
約

31
．６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
多
い
の
が
市
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
な
ど
の

市
税
。
次
の
市
債
は
、
事
業
を
実

施
す
る
た
め
の
国
な
ど
か
ら
の
借

入
金
。
そ
し
て
、国
庫
支
出
金
は
、

国
か
ら
の
補
助
金
。
以
下
、
県
支

出
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
構
成
比
率

歳
入
歳
入

一般会計の歳入
（市に入ってくるお金）

区　　　分 平成 28 年度予算

前年度の
当初予算
との増減
率（％）

一　般　会　計 179億7,000万円 12.5％

特　

  

別　

  

会　

  

計

国民健康保険 68億8,883万7千円 △ 0.9％

農業集落排水
事業 4億2,198万2千円 1.5％

公共下水道事業 6億1,374万5千円 △15.1％

介護保険 38億5,095万9千円 △ 2.6％

介護サービス
事業 1,414万2千円 40.2％

後期高齢者医療 3億5,833万1千円 △ 1.2％

水 道 事 業 会 計 12億8,795万6千円 1.9％

合　　　　　 計 314億595万2千円 5.8％

●平成28年度当初予算一覧

①民生費 　56 億 5,060 万 2 千円（31.4％）
　社会福祉サービス、生活保護など
②総務費 　29 億 9,375 万 2 千円（16.7％）
　戸籍や庁舎管理など
③教育費 　25 億 6,523 万 9 千円（14.3％）
　市立学校、生涯学習振興など
④衛生費 　16 億 4,315 万 8 千円（9.1％）
　健康促進、環境保全、ごみ処理など
⑤公債費 　14 億 4,860 万 4 千円（8.1％）
　市の借入金の返済など
⑥土木費 　14 億 1,332 万 6 千円（7.9%）
　道路や公園の建設や修繕など
⑦農林水産業費　 10 億 8,182 万 4 千円（6.0％）
　農林水産業の振興、基盤整備など
⑧消防費 　7 億 9,589 万 6 千円（4.4％）
　防災対策、消防、救急救命活動など
⑨その他 　3 億 7,759 万 9 千円（2.1％）

一般会計の歳出
（市民の皆様のために使われるお金）

　

市
の
予
算
を
市
民
の
皆
様

に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
平
成
28
年
度
一
般
会

計
予
算
の
歳
入
（
市
税
）
と

歳
出
を
、
市
民
１
人
（
１
世

帯
）
当
た
り
で
表
し
て
み
ま

し
た
。
金
額
は
、
４
月
１
日

現
在
の
人
口
と
世
帯
で
割
っ

た
も
の
で
す
。

■�市民の皆様が負担する税を１人（１世帯）当
たりに換算すると

10 万 733 円（29 万 231 円）
■�市政に使われるお金を１人（１世帯）当たり
に換算すると

40 万 8,020 円（117 万 5,586 円）

市
民
１
人
（
１
世
帯
）

当
た
り
は
こ
ん
な
金
額

平成 28 年度
一般会計主要事業の予算

市
民
の
皆
様
の

た
め
に
使
わ
れ

る
お
金

　

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
民
生

費
が
最
も
多
く
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
・
児
童
な
ど
の
福
祉
の
充
実

が
図
ら
れ
ま
す
。
続
い
て
多
い
の

が
総
務
費
で
、
大
和
駅
北
地
区
開

発
整
備
事
業
や
、
市
立
病
院
整
備

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
次
に
多
い

の
が
、
市
立
学
校
や
生
涯
学
習
振

興
な
ど
の
教
育
費
。
以
下
、
健
康

促
進
、
環
境
保
全
、
ご
み
処
理
な

ど
に
充
て
ら
れ
る
衛
生
費
、
公
債

費
、
土
木
費
、
農
林
水
産
事
業
費
、

消
防
費
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
構
成
比
率

歳
出
歳
出

ハード事業

（建物の建設・修繕、道路整備など工事をす
る事業）

総務費▶大和駅北地区開発整備事業…8 億
7,572 万円、市立病院整備事業…3 億 1,817
万 3 千円
教育費▶桃山小中一貫教育校建設事業…10
億 8,688 万 5 千円、桃山中学校空調設備設
置工事 5,853 万 6 千円
土木費▶道路新設改良事業…2 億 857 万 5
千円、道路維持事業…8,059 万 4 千円

ソフト事業

（ハード事業以外の事業）

民生費▶障害者福祉事業…7 億 7,124 万円、
児童手当事業…6 億 4,420 万 5 千円、老人
医療給付事業…6 億 2,445 万 2 千円、国民
健康保険事業…6 億 2,072 万 6 千円、介護
保険事業…5 億 7,983 万 5 千円、生活保護
支給事業…5 億 2,6936 万 7 千円、子どもの
ための教育・保育給付事業…3 億 8,302 万
1 千円、医療福祉事業…3 億 1,728 万 2 千
円
総務費▶公共交通事業…3,777 万 8 千円、
財産管理事業…8,423 万 9 千円
教育費▶学校給食センター事業…2 億 5,624
万 8 千円、小学校管理事業…1 億 5,966 万
9 千円、中学校管理事業…1 億 2,552 万 7
千円
衛生費▶清掃総務事業…6 億 5,111 万 5 千
円、保健衛生総務事業…5 億 3,939 万 9 千円、
予防総務事業…8,646 万 9 千円

※
人
口
／
４
４,
０
４
２
人

　

世
帯
／
１
５,
２
８
６
世
帯

     （
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

　

桜
川
市
の
基
本
と
な
る
平
成
28
年
度
当
初
予
算
が
、
平
成

28
年
第
１
回
桜
川
市
議
会
定
例
会
で
、
可
決
・
成
立
し
ま

し
た
。

　

市
財
政
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
予
算
額
は

１
７
９
億
７
，０
０
０
万
円
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

な
ど
６
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
含
め
た
予
算

総
額
で
は
、
３
１
４
億
５
９
５
万
２
千
円
と
な
り
、
前
年
度

当
初
予
算
の
合
算
額
と
対
比
し
て
約
5.8
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
主
に
一
般
会
計
予
算
の
概
要
を
歳
入
・
歳

出
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総　　額  314 億 595 万 2 千円
一般会計  179 億 7,000 万円

①地方交付税　 56 億 8,000 万円（31.6％）
所得税・消費税などの国税の一部を国から交付さ
れる収入

②市　税 　44 億 3,646 万 2 千円（24.7％）
市民税、固定資産税、軽自動車税など

③市　債 　26 億 5,900 万円（14.8％）
事業を実施するために長期的に国などから借り入
れる収入

④国庫支出金 　19 億 4,896 万 5 千円（10.8％）
学校や道路などの建設、扶助費などに対して国か
ら補助される収入

⑤県支出金 　11 億 6,567 万 6 千円（6.5％）
学校や道路などの建設、扶助費などに対して県か
ら補助される収入

⑥地方消費税交付金 　6 億 2,956 万 3 千円（3.5％）
県に納付された消費税の一部を県から交付される
収入

⑦諸収入　 4 億 1,493 万 6 千円（2.3％）
学校給食費や高額療養費返納金などの収入

⑧地方譲与税　 2 億 5,220 万 2 千円（1.4％）
市道に対して揮発油税・自動車重量税の一部を譲
与される収入

⑨繰越金　 2 億 2,000 万円（1.2％）
⑩その他　 5 億 6,319 万 6 千円（3.2％）

さくらがわ　2016.5.1 2さくらがわ　2016.5.13



行　政

情　報
市 の 動 き

桜
川
市
職
員
の

　
　

人
事
異
動

収
税
課

■
総
務
部
次
長
兼
収
税
課
長
／

市い
ち
つ
か塚
久ひ

さ
じ弐
■
管
理
グ
ル
ー
プ
長
／

藤ふ
じ
た田
俊と

し
え江
（
桜
川
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）
■
副
主
査
／
安あ

だ
ち達
茂し

げ
よ
し義

（
桜
川
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

■
副
主
査
／
松ま

つ
ざ
き崎
美み

ち

よ

智
代
■
副
主

査
／
大お

お
や
ま山
祐ゆ

う
い
ち一
（
下
水
道
課
）
■

主
任
／
井い

と
い樋
平た

い
ら（
建
設
課
）
■
主

任
／
大お

お
ば場
美み

さ
き咲
（
大
和
庁
舎
総
合

窓
口
課
）■
主
事
／
塚つ

か
だ田
大だ

い
す
け輔（
新

規
採
用
）

岩
瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課

■
岩
瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
長
／

仁に
へ
い平
一か

ず
と
し利
■
総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ

長
／
高た

か
く久
幸さ

ち
こ子
（
桜
川
市
水
田
農

業
振
興
室
）
■
副
主
査
／
川か

わ

な

ご

那
子

幸さ
ち
こ子

真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課

■
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
長
／

塚つ
か
も
と本

真し
ん
き
ち吉

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

■
総
合
窓
口
第
一
グ
ル
ー
プ
長
／

増ま
す
ぶ
ち渕
菜な

ほ

こ

穂
子
■
主
幹
／
岡お

か
の野
亮り

ょ
う
こ子

大
和
庁
舎
総
合
窓
口
課

■
大
和
庁
舎
総
合
窓
口
課
長
／

大お
お
み
や宮
利と

し
か
ず和
（
下
水
道
課
）
■
主
事

／
平ひ

ら
い
し石
尚た

か
ひ
ろ寛
（
社
会
福
祉
課
）

市
民
生
活
部

■
市
民
生
活
部
長
／
安あ

だ
ち達
誠ま

こ
と（
国

保
年
金
課
）

市
民
課

■
市
民
課
長
／
仁に

へ
い平
忍し

の
ぶ（
桜
川
市

水
田
農
業
振
興
室
）
■
戸
籍
グ

ル
ー
プ
長
／
田た

ぐ
ち口
浩ひ

ろ
え江
■
主
査
／

高た
か
く久
正ま

さ
き喜
■
主
査
／
青あ

お
き木
弘ひ

ろ
こ子

（
企
画
課
）
■
主
幹
／
福ふ

く
だ田
雄ゆ

う
ぞ
う三

■
主
事
／
横よ

こ
た田
典の

り
こ子（
新
規
採
用
）

国
保
年
金
課

■
市
民
生
活
部
次
長
兼
国
保
年
金

課
長
／
柴し

ば

保や
す
ゆ
き之
（
茨
城
県
後
期
高

齢
者
医
療
連
合
派
遣
）
■
医
療
年

金
グ
ル
ー
プ
長
／
尾お

み見
敦あ

つ
こ子
（
介

護
保
険
課
）
■
国
保
給
付
グ
ル
ー

プ
長
／
初は

つ
し
ば芝
保た

も
つ

■
副
主
査
／

齋さ
い
と
う藤
純じ

ゅ
ん
こ子
（
社
会
福
祉
課
）
■
副

主
査
／
荻お

ぎ
わ
ら原
秀ひ

で
お男（
社
会
福
祉
課
）

■
主
任
／
深ふ

か
や谷
弥や

よ
い生
■
主
任
／
堀ほ

り

俊と
し
ゆ
き之
■
主
事
／
野の

ざ
わ澤
美み

ほ穂
（
新
規

採
用
）■
主
事
／
坪つ

ぼ
い井
祐ゆ

う

み

侑
実（
新

規
採
用
）

環
境
対
策
課

■
環
境
対
策
課
長
／
郡ぐ

ん
じ司

純す
み
お夫

■

環
境
公
害
対
策
グ
ル
ー
プ
長
／

増ま
す
ぶ
ち渕
聖き

よ
し志
（
社
会
福
祉
課
）
■
副

主
査
／
濱は

ま
の野
利り

い

こ

以
子
（
収
税
課
）

■
主
事
補
／
藤ふ

じ
た田
裕ゆ

う
た太
（
新
規
採

用
）

生
活
安
全
課

■
生
活
安
全
課
長
／
鈴す

ず
き木
政ま

さ
と
し俊
■

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
長
／
島し

ま
だ田

晴は
る
お朗
（
農
林
課
）
■
主
任
／
大お

お
し
ま島

彬あ
き
ら（
介
護
保
険
課
）
■
主
事
／

羽は

の

し

ま

野
島
和か

ず
き喜

（
新
規
採
用
）

保
健
福
祉
部

■
保
健
福
祉
部
長
／
飯い

い
じ
ま嶋
京き

ょ
う
こ子

（
児
童
福
祉
課
）

社
会
福
祉
課

■
保
健
福
祉
部
次
長
兼
社
会
福

祉
課
長
／
白は

く
た田

公き
み
え江

（
高
齢
福
祉

課
）
■
社
会
福
祉
グ
ル
ー
プ
長
／

大お
お
は
た畠

美み

ち

よ

智
代
（
児
童
福
祉
課
）
■

主
査
／
横よ

こ
た田

誠ま
こ
と（

国
保
年
金
課
）

■
主
任
／
大お

お
ば羽
悠ゆ

う
た太
（
高
齢
福
祉

課
）
■
主
事
／
安あ

だ
ち達
一か

ず
き樹
（
税
務

課
）
■
主
事
／
石い

し
か
わ川
雄た

け
み望
■
主
事

／
齊さ

い
と
う藤
成な

る
み美
（
新
規
採
用
）

児
童
福
祉
課

■
保
健
福
祉
部
次
長
兼
児
童
福
祉

課
長
／
上う

え
の野
荘そ

う
じ司
（
岩
瀬
・
や
ま

と
保
育
所
）■
主
査
／
堀ほ

り

豊と
よ
こ子（
建

設
課
）■
副
主
査
／
田た

や谷
信の

ぶ
ゆ
き之（
岩

瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
副
主
査

／
萩は

ぎ
わ
ら原
正ま

さ
ふ
さ総
（
下
水
道
課
）
■
主

事
／
谷や

じ
ま島
明あ

す

か

日
香
（
新
規
採
用
）

岩
瀬
認
定
こ
ど
も
園

■
岩
瀬
認
定
こ
ど
も
園
長
／
米よ

ね
か
わ川

道み
ち
こ子
（
岩
瀬
保
育
所
）
■
副
園
長

／
江え

じ
り尻
玲れ

い
こ子
（
や
ま
と
保
育
所
）

■
保
育
教
諭
／
安あ

だ
ち達
美み

ゆ
き幸
（
岩
瀬

保
育
所
）
■
保
育
教
諭
／
藤ふ

じ
た田

明あ
け
み美
（
や
ま
と
幼
稚
園
）
■
保
育

教
諭
／
平ひ

ら
ま間
亜あ

や也（
岩
瀬
保
育
所
）

■
保
育
教
諭
／
北き

た
ば
た
け畠
洋よ

う
こ子
（
岩
瀬

保
育
所
）
■
保
育
教
諭
／
安あ

だ
ち達

里さ
と
み美
（
岩
瀬
保
育
所
）
■
保
育
教

諭
／
軽か

る
べ部

真ま

ゆ

み

裕
美（
岩
瀬
保
育
所
）

■
保
育
教
諭
／
國こ

う

だ

府
田
麻ま

い

こ

衣
子

（
や
ま
と
保
育
所
）
■
保
育
教
諭

／
渡わ

た
な
べ辺
奈な

お

み

保
美
（
岩
瀬
保
育
所
）

■
保
育
教
諭
／
鈴す

ず
き木
祐ゆ

み美
（
岩
瀬

保
育
所
）
■
主
任
／
堤

つ
つ
み

昭あ
き
こ子
（
岩

瀬
保
育
所
）
■
調
理
員
／
舘た

て
の野

ふ

じ
子
（
岩
瀬
保
育
所
）

岩
瀬
東
部
認
定
こ
ど
も
園

■
岩
瀬
東
部
認
定
こ
ど
も
園
長
／

梅う
め
は
ら原
智ち

え

こ

恵
子（
岩
瀬
東
部
保
育
所
）

■
副
園
長
／
大お

お
ぜ
き関
洋よ

う
こ子
（
岩
瀬
北

部
保
育
所
）
■
保
育
教
諭
／
飯い

い
じ
ま島

恵け
い
こ子
（
岩
瀬
東
部
保
育
所
）
■
保

育
教
諭
／
金か

な
う
ち内
悦え

つ
こ子
（
や
ま
と
幼

稚
園
）
■
保
育
教
諭
／
一い

ち
き木
由ゆ

み美

（
岩
瀬
東
部
保
育
所
）
■
保
育
教

諭
／
中な

か
じ
ま島
絵え

り

こ

理
子
（
や
ま
と
幼
稚

園
）■
保
育
教
諭
／
土つ

ち
だ田
由ゆ

か香（
岩

瀬
東
部
保
育
所
）
■
保
育
教
諭
／

瀧た
き
た田
有ゆ

き希
（
岩
瀬
東
部
保
育
所
）

■
保
育
教
諭
／
仲な

か
た田
美み

か香
（
岩
瀬

東
部
保
育
所
）
■
保
育
教
諭
／

栗く
り
は
ら原
め
ぐ
み
（
岩
瀬
保
育
所
）
■

調
理
員
／
櫻さ

く
ら
い井
浩ひ

ろ
こ子
（
岩
瀬
東
部

保
育
所
）
■
調
理
員
／
木き

し
ろ代
久ひ

さ
こ子

（
岩
瀬
北
部
保
育
所
）

や
ま
と
認
定
こ
ど
も
園

■
や
ま
と
認
定
こ
ど
も
園
長
／

大お
お
ば場
美み

ち

よ

千
代
（
や
ま
と
幼
稚
園
）

■
副
園
長
／
冨と

み
た田
栄え

い
こ子
（
坂
戸
幼

稚
園
）
■
保
育
教
諭
／
園そ

の
だ田
み
ゆ

　

市
は
、
４
月
１
日
付
で
職
員
の

人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
退

職
者
に
つ
い
て
は
３
月
31
日
付
で

す
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（　

）
内
は
前
所
属　

市
長
直
轄
組
織

総
合
戦
略
室

■
総
合
戦
略
グ
ル
ー
プ
長
／
上う

え
の野

茂し
げ
お雄
（
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
）

■
副
主
査
／
近こ

ん
の
う納
裕ひ

ろ
ま
さ政
■
主
幹
／

鶴つ
る
み見
健け

ん
た
ろ
う

太
郎
（
企
画
課
）
■
主
事

／
安あ

だ
ち達
和か

ず
き樹
（
水
道
課
）
■
主
事

／
牧ま

き
む
ら村
祐ゆ

う
き樹
（
新
規
採
用
）

市
長
公
室
付
派
遣
職
員

■
筑
北
環
境
衛
生
組
合
派
遣
（
課

長
級
）
／
藤ふ

じ
た田
保や

す
お男
（
国
保
年
金

課
）
■
経
済
産
業
省
派
遣
（
主
幹
）

／
山や

ま
か
わ川
拓た

く
や也
■
茨
城
県
派
遣
（
主

任
）
／
梅う

め
み
や宮
正ま

さ
き樹
（
生
活
安
全
課
）

■
茨
城
県
派
遣
（
主
任
）
／
中な

か
は
ら原

雄ゆ
う
い
ち一総

　
務
　
部

■
総
務
部
長
／
稲い

な
が
わ川
潤じ

ゅ
ん（
財
政
課
）

総
務
課

■
総
務
課
長
／
真ま

が
さ
き崎

隆た
か
お男

（
職
員

課
）
■
総
務
グ
ル
ー
プ
長
／
小お

ば
た幡

康や
す
し

■
主
査
／
稲い

な
ば葉
正ま

さ
の
り典
（
環
境

対
策
課
）
■
副
主
査
／
仁に

へ
い平
富と

み
こ子

■
主
幹
／
石い

し
か
わ川
裕ひ

ろ
あ
き昭
（
都
市
整
備

課
）
■
主
事
／
長は

せ

が

わ

谷
川
雄ゆ

う
だ
い大
（
新

規
採
用
）

財
政
課

■
総
務
部
次
長
兼
財
政
課
長
／

高た
か
く久
能よ

し
か
ず一（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

■
副
主
査
／
保ほ

さ
か坂
理り

え恵（
会
計
課
）

税
務
課

■
総
務
部
次
長
兼
税
務
課
長
／

阿あ

く

つ

久
津
裕ゆ

う
じ治
■
資
産
税
グ
ル
ー
プ

長
／
藤ふ

じ
た田
剛た

け
し

■
市
民
税
グ
ル
ー

プ
長
／
田た

さ
き崎
美み

ち

よ

千
代
（
社
会
福
祉

課
）
■
主
査
／
田た

や谷
賢け

ん
い
ち一
（
収
税

課
）
■
主
任
／
和わ

ち地
美み

さ

こ

沙
子
■
主

事
／
箱は

こ
も
り森
大だ

い
ち地
（
新
規
採
用
）
■

主
事
／
槙ま

き
の野
美み

ほ穂
（
新
規
採
用
）

市
長
公
室

■
市
長
公
室
長
／
横よ

こ
た田
藤ふ

じ
ひ
こ彦
（
経

済
部
）

秘
書
広
報
課

■
主
幹
／
坪つ

ぼ
い井
一か

ず
よ
し純

企
画
課

■
企
画
課
長
兼
国
体
準
備
室
長
／

河か
わ
い合
利と

し
み
ち通
■
統
計
・
国
体
準
備
グ

ル
ー
プ
長
／
萩は

ぎ
わ
ら原
英ひ

で
お雄
■
副
主
査

／
仁に

へ
い平
寿と

し
ひ
ろ洋
■
副
主
査
／
廣ひ

ろ
さ
わ澤

裕ゆ

み美
■
主
事
／
遠え

ん
ど
う藤
利と

し
ゆ
き幸
（
農
林

課
）
■
国
体
準
備
室
主
幹
／
大お

お
ば場

昌ま
さ
み己
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）
■
国

体
準
備
室
主
事
／
枝え

だ
か
わ川
周し

ゅ
う
へ
い平
（
生

活
安
全
課
）

職
員
課

■
人
事
給
与
グ
ル
ー
プ
長
／
藤ふ

じ
た田

幹み
き
お夫
（
税
務
課
）
■
主
査
／
青あ

お
き木

康や
す
ひ
ろ博

■
主
任
／
飯い

い
や
ま山

智ち

か

こ

佳
子
■
職

員
課
付
／
天あ

ま

が

や

賀
谷
恭や

す
こ子
（
環
境
対

策
課
）
■
職
員
課
付
／
秋あ

き
た田
良り

ょ
う
こ子

（
児
童
福
祉
課
）
■
職
員
課
付
／

古こ

や

た

谷
田
敦あ

つ
み美
（
市
民
課
）

病
院
整
備
推
進
課

■
病
院
整
備
推
進
課
長
／
仁に

へ
い平

昌ま
さ
の
り則
（
学
校
教
育
課
）
■
病
院
整

備
推
進
グ
ル
ー
プ
長
／
増ま

す
ぶ
ち渕
孝た

か
あ
き明

（
総
務
課
）
■
主
査
／
久く

み

き

見
木

憲け
ん
い
ち一
（
企
画
課
）
■
副
主
査
／

長な
が
し
ま島

幸ゆ
き
お男

（
企
画
課
）
■
主
事
／

小こ
い
ず
み泉
洋よ

う
た太
（
新
規
採
用
）

き
（
や
ま
と
幼
稚
園
）
■
保
育
教

諭
／
鈴す

ず
き木

敦あ
つ
こ子

（
岩
瀬
北
部
保
育

所
）
■
保
育
教
諭
／
石い

し
ば
し橋
明あ

け
み美

（
ま
か
べ
幼
稚
園
）
■
保
育
教
諭

／
渡わ

た
な
べ邊
朝と

も
こ子
（
や
ま
と
保
育
所
）

■
保
育
教
諭
／
松ま

つ
も
と本
典の

り
こ子
（
や
ま

と
保
育
所
）
■
保
育
教
諭
／
齋さ

い
と
う藤

健た
け
し志

（
岩
瀬
北
部
保
育
所
）
■
保

育
教
諭
／
仲な

か
た田

紗さ

き

こ

貴
子
（
岩
瀬
保

育
所
）
■
保
育
教
諭
／
庄し

ょ
う
じ司

彩あ
や
か香

（
や
ま
と
保
育
所
）
■
調
理
員
／

立た
ち
ば
な花
恭や

す
こ子
（
や
ま
と
保
育
所
）

高
齢
福
祉
課

■
高
齢
福
祉
課
長
／
高た

か
く久
均ひ

と
し（
真

壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
主
査
／

高た
か
く久
裕ひ

ろ
み美
■
主
事
／
菊き

く
ち池
哲て

つ
や也

（
新
規
採
用
）

介
護
保
険
課

■
介
護
認
定
グ
ル
ー
プ
長
／
館た

て
の野

由ゆ

み

こ

美
子
■
主
査
／
五い

が

ら

し

十
嵐
敦あ

つ
し

■

主
任
／
山や

ま
な
か中
祐ゆ

み美
（
国
保
年
金
課
）

■
主
事
／
水み

ず
は
ら原
明あ

け
み美
（
新
規
採
用
）

健
康
推
進
課

■
健
康
推
進
課
長
／
藤ふ

じ
た田
義よ

し
は
る治

（
岩
瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
母

子
グ
ル
ー
プ
長
／
上う

え
の野
由ゆ

み

こ

美
子
■

主
査
／
小こ

ま
つ
ざ
き

松
﨑
エ
ミ
■
主
幹
／

小こ
い
け池
美み

ゆ

き

由
紀
■
主
任
／
鈴す

ず
き木
加か

な奈

■
主
事
／
長は

せ

が

わ

谷
川
恵え

り理
（
新
規
採

用
）経

　
済
　
部

■
経
済
部
長
／
古ふ

る
は
し橋
正ま

さ
み
つ充
（
総
務

課
）

農
林
課

■
経
済
部
次
長
兼
農
林
課
長
兼

有
害
鳥
獣
対
策
室
長
／
小こ

ま
つ
ざ
き

松
﨑

稔み
の
る（
東
部
・
北
部
保
育
所
）
■
副

主
査
／
雨あ

ま
が
い谷
泰や

す
の
り典
（
国
保
年
金

課
）
■
主
任
／
吉よ

し
ざ
わ澤

俊し
ゅ
ん

■
主
任

／
和わ

ち地
洋よ

う
す
け介

■
主
事
／
佐さ

と
う藤

正ま
さ
か
ず和

（
新
規
採
用
）

商
工
観
光
課

■
商
工
観
光
課
長
／
上う

え
の野
誠せ

い
い
ち一

（
健
康
推
進
課
）
■
商
工
観
光
グ

ル
ー
プ
長
／
鈴す

ず
き木
謙け

ん
い
ち一
（
総
合
戦

略
室
）■
主
幹
／
石い

し
か
わ川
久く

み

こ

美
子（
真

壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
主
事
／

吉よ
し
わ
ら原
あ
ゆ
み
（
新
規
採
用
）

桜
川
市
水
田
農
業
振
興
室

■
桜
川
市
水
田
農
業
振
興
室
長

（
課
長
）
／
佐さ

と
う藤
秀ひ

で
お夫
（
税
務
課
）

■
主
事
補
／
小こ

ば
や
し林
督ま

さ
し史
（
生
涯
学

習
課
）建

　
設
　
部

■
建
設
部
長
／
井い

さ
か坂
徹と

お
る（
生
涯
学

習
課
）

建
設
課

■
道
路
建
設
グ
ル
ー
プ
長
／
斎さ

い
と
う藤

茂し
げ
る（
下
水
道
課
）
■
副
主
査
／

蓮は
す
ぬ
ま沼
晃こ

う
じ二
■
主
任
／
大お

お
ば羽
恵え

み実

（
職
員
課
付
）
■
主
事
／
萩は

ぎ
わ
ら原
悠ゆ

う

（
新
規
採
用
）

都
市
整
備
課

■
都
市
整
備
課
長
／
白は

く
た田

伸し
ん
い
ち一

■

都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
長
／
蟹か

に

雅ま
さ
か
ず一

（
児
童
福
祉
課
）
■
整
備
・
管
理

グ
ル
ー
プ
長
／
海え

び

さ

わ

老
澤
久ひ

さ
し司
（
商

工
観
光
課
）
■
主
査
／
寺て

ら
ざ
き崎
大ひ

ろ
た
か貴

■
主
幹
／
木き

む
ら村
智さ

と
し史
■
主
事
／
磯い

そ

安や
す
あ
き昭

（
収
税
課
）
■
主
事
／
木き

む
ら村

知ち

ほ穂
（
新
規
採
用
）

上
下
水
道
部

■
上
下
水
道
部
長
／
石い

し
か
わ川
文ふ

み
お雄

（
下
水
道
課
）

水
道
課

■
上
下
水
道
部
次
長
兼
水
道
課
長

／
内う

ち
や
ま山
久ひ

さ
み
つ光
■
主
事
補
／
天あ

ま

が

や

賀
谷

直な
お
き樹
（
新
規
採
用
）

下
水
道
課

■
下
水
道
課
長
／
松ま

つ
な
が永
典の

り
ひ
こ彦
（
筑

北
環
境
衛
生
組
合
派
遣
）
■
工

務
・
浄
化
槽
グ
ル
ー
プ
長
／
秋あ

き
や
ま山

豊ゆ
た
か（
建
設
課
）
■
業
務
グ
ル
ー
プ

長
／
髙た

か
は
し橋
靖や

す
こ子
■
主
査
／
今い

ま
い井

克か
つ
の
り紀
（
総
合
戦
略
室
）
■
主
任
／

栗く
り
ざ
き﨑
敬ゆ

き
ひ
ろ裕
（
収
税
課
）
■
主
事
／

小こ

く

ぼ

久
保
晶ま

さ
し匡
（
新
規
採
用
）

会
　
計
　
課

■
会
計
管
理
者
／
野の

ざ
わ沢
英ひ

で
と
し俊
（
都

市
整
備
課
）
■
審
査
出
納
グ
ル
ー

プ
長
／
石い

し
つ
か塚
真ま

ゆ

み

由
美
（
財
政
課
）
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所
長
／
原は

ら

広ひ
ろ
こ子
（
会
計
課
）

教
育
指
導
課

■
主
幹
／
髙た

か
に
わ庭
美み

よ

こ

代
子
（
学
校
教

育
課
）

生
涯
学
習
課

■
生
涯
学
習
課
長
／
酒さ

か
よ
り寄

久ひ
さ
し（

都

市
整
備
課
）
■
施
設
管
理
グ
ル
ー

プ
長
／
石い

し
か
わ川
良よ

し
こ子
■
文
化
振
興
グ

ル
ー
プ
長
／
二に

の
み
や宮
浩ひ

ろ
こ子
（
学
校
教

育
課
）
■
主
査
／
栗く

り
や
ま山
和か

ず
み三
■
主

任
／
古こ

う

た

宇
田
麻ま

な

み

名
美
■
主
事
／

斉さ
い
か
わ川

裕ゆ
う
や耶

（
新
規
採
用
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
／
栗く

り
ば
や
し林

浩ひ
ろ
し（
総
務
課
）
■
ス
ポ
ー
ツ
振
興

グ
ル
ー
プ
長
／
上う

え
の野
俊し

ゅ
ん
い
ち一
（
生
涯

学
習
課
）
■
主
任
／
大お

お
ぬ
き貫
浩ひ

ろ
こ子

農
業
委
員
会
事
務
局

■
農
業
委
員
会
事
務
局
長
／
神こ

う
の野

広ひ
ろ
ゆ
き幸

（
商
工
観
光
課
）

退
　
職
　
者

■
潮う

し
お
だ田
昭あ

き
ひ
こ彦
（
市
長
公
室
長
）

■
市い

ち
つ
か塚

一い
ち
ろ
う郎

（
総
務
部
長
）
■

小こ
ま
つ
ざ
き

松
﨑
裕ひ

ろ
お
み臣

（
市
民
生
活
部
長
）

■
来く

る
す栖

啓ひ
ろ
し（

保
健
福
祉
部
長
）
■

飯い
い
だ田

成し
げ
の
ぶ信

（
建
設
部
長
）
■
根ね

も
と本

貞さ
だ
お
き興

（
上
下
水
道
部
長
）
■
高た

か
ま
つ松

弘ひ
ろ
ゆ
き行
（
会
計
管
理
者
）
■
中な

か
じ
ま島

■
副
主
査
／
大お

お
ぜ
き関
香か

よ代
（
都
市
整

備
課
）市

議
会
事
務
局

■
市
議
会
事
務
局
長
／
鈴す

ず
き木

孝た
か
し

■
市
議
会
事
務
局
次
長
／
宮み

や
た田

充あ
つ
お夫
（
大
和
庁
舎
総
合
窓
口
課
）

■
庶
務
議
事
グ
ル
ー
プ
長
／
仲な

か
た田

浩こ
う
じ司教

育
委
員
会

■
教
育
部
長
／
宮み

や
や
ま山

孝た
か
お夫

（
学
校

教
育
課
）

学
校
教
育
課

■
教
育
委
員
会
次
長
兼
学
校
教
育

課
長
／
佐さ

と
う藤
勤つ

と
む（
企
画
課
）
■
総

務
グ
ル
ー
プ
長
／
荒あ

ら
い井
真ま

す
み澄
（
商

工
観
光
課
）■
企
画
・
営
繕
グ
ル
ー

プ
長
／
佐さ

や谷
智さ

と
し（

企
画
課
）
■
副

主
査
／
上う

え
の野

崇た
か
し

■
主
幹
／
小こ

ば
や
し林

大だ
い
す
け輔
■
主
事
／
白し

ら
か
わ川
絵え

り里
（
新
規

採
用
）

ま
か
べ
幼
稚
園

■
ま
か
べ
幼
稚
園
長
／
永な

が
た田
茂し

げ
る

（
や
ま
と
・
坂
戸
幼
稚
園
）

桜
川
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
副
主
査
／
塩し

お
ざ
わ沢

智と
も
ひ
ろ裕（

収
税
課
）

■
主
事
／
五ご

と
う島

巧た
く
み（

桜
川
市
南
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

桜
川
市
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
桜
川
市
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

洋よ
う
じ治
（
教
育
委
員
会
教
育
部
長
）

■
廣ひ

ろ
さ
わ澤
久ひ

さ
お夫
（
市
議
会
事
務
局

長
）
■
米よ

ね
か
わ川
建た

け
お男
（
市
長
公
室
参

事
）
■
臼う

す
い井

泰や
す
お男

（
市
民
生
活
部

次
長
兼
環
境
対
策
課
長
）
■
大お

お
ぜ
き関

輝て
る
お夫

（
市
民
生
活
部
次
長
兼
生
活

安
全
課
長
）
■
穐あ

き
や
ま山
壽と

し
か
ず一
（
保
健

福
祉
部
次
長
兼
社
会
福
祉
課
長
）

■
齋さ

い
と
う藤
守ま

も
る（
経
済
部
次
長
兼
農
林

課
長
）
■
笠か

さ
く
ら倉
剛た

け
し（
教
育
委
員
会

参
事
補
）
■
告つ

げ

建た
け
お男
（
市
民
課
長
）

■
中な

か
じ
ま島

章あ
き
お夫

（
商
工
観
光
課
長
）

■
大お

お
ぜ
き関

一い
ち
ろ
う郎（

ま
か
べ
幼
稚
園
長
）

■
太お

お
た田

操み
さ
お（

桜
川
市
南
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
）■
渡わ

た
な
べ辺
幸さ

ち
こ子（
収

税
課
グ
ル
ー
プ
長
）
■
小こ

ば
や
し林
秀ひ

で
み美

（
市
民
課
グ
ル
ー
プ
長
）
■
山や

ま
が
た形

由ゆ

み

こ

美
子
（
国
保
年
金
課
グ
ル
ー
プ

長
）
■
佐さ

と
う藤
ト
ミ
エ
（
健
康
推
進

課
グ
ル
ー
プ
長
）■
柴し

ば

ま
り
子こ
（
生

涯
学
習
課
グ
ル
ー
プ
長
）
■
稲い

な
ば葉

節せ
つ
こ子

（
税
務
課
グ
ル
ー
プ
長
）
■

岡お
か
む
ら村
富ふ

じ

お

士
夫
（
農
業
委
員
会
事
務

局
主
査
）

寄　付

寄　

贈

寄　贈

寄　

付

株
式
会
社
常
陽
銀
行
（
寺て

ら
か
ど門
一か

ず
よ
し義

取
締
役
頭
取
）
か
ら
、
市
内
小
学

校
新
１
年
生
全
員
を
対
象
に
、
防

犯
ブ
ザ
ー
３
４
０
個
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

常
陸
大
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
佐さ

と
う藤
清せ

い
い
ち一
会
長
）
か
ら
、
大
和

地
区
の
青
少
年
健
全
育
成
に
役
立

て
て
欲
し
い
と
、
３
万
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

梅井教育長（写真右）へ渡す同行大
だいもん

門卓
たかゆき

行真壁支
店長（写真中央）と塩

しおたに

谷和
かずひろ

宏岩瀬支店長（写真左）

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
で
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
Ｏ
・
Ｓ

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
ト
バ
ン
ド
（
大お

お

く

ぼ

久
保

康や
す
か
ず和
代
表
）
か
ら
６
万
９
千
円
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

大塚市長（写真左）へ寄付金を手渡すO・S
トランスミットバンド大久保康和代表（写真右）

寅
さ
ん
の
心
を
伝
え
る
会
（
宮み

や

本も
と

克か
つ
み見
会
長
）
か
ら
、
真
壁
の

町
並
み
保
存
の
た
め
に
と
、
２
万

５
０
０
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

大塚市長（写真中央右）へ寄付金を手渡す寅
さんの心を伝える会の皆さん

吉
よしわら

原敏
と し や

八大和中学校校長（写真右）へ寄付金
を手渡す佐藤清一会長（写真左）
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まちの話題

さくらがわ　2016.5.17

3月16日

茨
城
県
筑
西
合
同
庁
舎
で
、
茨

城
県
道
路
里
親
制
度
協
定
書
調
印

式
及
び
認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

鍬
田
区
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
、
市
内
初
の
道
路
里
親

団
体
の
認
定
を
受
け
、
今
後
県
道

つ
く
ば
益
子
線
鍬
田
地
内
の
清

掃
・
除
草
・
花
壇
の
植
栽
な
ど
を

行
い
ま
す
。

川か
わ

那な

子ご

英ひ
で

生お

代
表
は
、「
よ
り

一
層
道
路
の
環
境
美
化
に
努
め
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
和
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
、
第
15

回
真
壁
ピ
ー
チ
ス
タ
ー
ズ
学
童
野

球
記
念
大
会
で
、
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。

大
会
は
市
内
外
か
ら
、
28
チ
ー

ム
が
出
場
。
３
日
間
に
渡
る
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
同

チ
ー
ム
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
順

当
に
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
戦
は
延

長
戦
の
末
、
３
対
２
で
接
戦
を
も

の
に
し
て
勝
利
し
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

高
峯
の
山
桜
で
有
名
な
平
沢
地

区
で
、
次
世
代
へ
山
桜
を
残
そ
う

と
、
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
地
区
住
民
や
岩
瀬
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
70
人
が

参
加
。同
ク
ラ
ブ
か
ら
１
５
０
本
、

地
元
有
志
か
ら
60
本
の
山
桜
の
苗

木
が
寄
贈
さ
れ
、
計
２
１
０
本
の

苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

同
地
区
の
秋あ

き

山や
ま

敏と
し

男お

区
長
は
、

「
山
桜
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

今
後
も
継
続
し
て
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

雨
引
小
学
校
・
大
国
小
学
校
の

６
年
生
と
大
和
中
学
校
の
在
校
生

が
協
力
し
て
、
市
役
所
大
和
庁
舎

と
大
和
中
央
公
民
館
の
南
側
道
路

の
落
書
き
を
き
れ
い
に
清
掃
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
小
中
連
携
の
一
環
と

し
て
、
通
学
路
整
備
と
小
中
学
校

の
交
流
を
目
的
に
実
施
。当
日
は
、

マ
ス
ク
や
軍
手
を
身
に
着
け
た
児

童
・
生
徒
約
１
０
０
人
が
、
タ
ワ

シ
や
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使
っ
て
落
書

き
を
消
し
ま
し
た
。

岩
瀬
認
定
こ
ど
も
園
（
岩
瀬
保

育
所
・
坂
戸
幼
稚
園
）、
岩
瀬
東

部
認
定
こ
ど
も
園
（
岩
瀬
東
部
保

育
所
・
岩
瀬
北
部
保
育
所
）、
や

ま
と
認
定
こ
ど
も
園
（
や
ま
と
保

育
所
・
や
ま
と
幼
稚
園
）
の
３
園

が
一
斉
に
開
園
し
、
そ
れ
ぞ
れ
開

園
式
と
入
園
式
を
行
い
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
は
、
教
育
・
保

育
を
一
体
的
に
行
う
施
設
で
、
幼

稚
園
と
保
育
所
の
両
方
の
良
さ
を

併
せ
持
っ
た
施
設
で
す
。

※（　

）内
は
、今
ま
で
の
保
育
所
・
幼
稚
園

3月13日3月13日

3月15日

４
月
４
日

道
路
里
親
に
市
内
初
認
定

�
鍬
田
区
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

大
和
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が

�

真
壁
ピ
ー
チ
ス
タ
ー
ズ
学
童
野
球
記
念
大
会
で
優
勝

大
和
地
区
の
小
中
学
生
が

�

通
学
路
の
落
書
き
清
掃

３
園
の
認
定
こ
ど
も
園

�

が
開
園

平
沢
地
区
で
未
来
に
引
き
継
ぐ
山
桜
を
植
樹

野球大会で優勝した大和ファイターズの皆さん

通
学
路
の
落
書
き
を
清
掃
す
る

児
童
・
生
徒
た
ち

山桜の植樹を行う参加者たち

鍬田区道路ボランティアグループの皆さんと市執行部

やまと認定こども園の開園式の様子



歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）

　

口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い

れ
ば
、
納
め
忘
れ
な
ど
が
な
く
な

り
安
心
で
確
実
で
す
。
振
替
手
数

料
な
ど
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

一
度
手
続
き
す
れ
ば
毎
年
自
動

更
新
と
な
り
ま
す
が
、
死
亡
・
所

有
権
移
転
な
ど
で
納
税
義
務
者
が

変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
新
た
に
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
市
内
の
金
融
機

関
・
郵
便
局
や
市
役
所
各
庁
舎
の

税
関
係
窓
口
で
簡
単
に
行
え
ま

す
。（
通
帳
・
通
帳
印
・
納
税
通

知
書
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

※�

口
座
振
替
依
頼
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
約
定
を
お
読
み
く
だ
さ

い
。

滞
納
者
に
対
す
る
滞
納
処

分
を
強
化
し
て
い
ま
す

　

市
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
場
合

に
は
、
督
促
状
や
催
告
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
通
知
が

届
い
た
ら
速
や
か
に
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
し
、

納
付
ま
た
は
納
税
相
談
も
無
い
場

合
に
は
滞
納
処
分
の
対
象
と
な

り
、
財
産
調
査
、
預
貯
金
・
生
命

保
険
・
給
与
な
ど
の
差
押
え
を
行

す
の
で
、
納
税
相
談
・
納
税
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
場
所
は
市

役
所
大
和
庁
舎
１
階
（
収
税
課
）

と
な
り
ま
す
。

【
平
日
延
長
窓
口
】

■
実
施
日
／
毎
週
木
曜
日

■
時
間
／
19
時
30
分
ま
で

【
休
日
納
税
相
談
】

■
実
施
日
／
毎
月
の
最
終
日
曜
日

■
時
間
／
９
時
～
16
時

納
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
事
情
に
よ
り
納
付
が

困
難
で
す
。
相
談
し
た

い
の
で
す
が
平
日
は
忙
し
く
て
行

け
ま
せ
ん
。

Ａ　
失
業
・
病
気
な
ど
の
特

別
な
事
情
に
よ
っ
て
納
付

が
困
難
な
方
に
は
、
事
情
を
お
聞

き
し
た
上
で
納
付
計
画
を
立
て
て

い
た
だ
き
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
放

置
す
る
と
延
滞
金
（
年
9.1
％
）
が

加
算
さ
れ
ま
す
し
、
何
よ
り
事
情

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
前
述
の
と
お

り
納
税
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
税
金
の
納
付
を
口
座
振

替
に
す
る
た
め
申
し
込
ん

だ
の
で
す
が
、
納
期
限
が
過
ぎ
て

も
引
き
落
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ａ　
口
座
振
替
の
依
頼
書
は

担
当
課
に
届
い
て
か
ら
金

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
ご
本
人

へ
の
事
前
通
知
や
同
意
な
ど
は
必

要
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　

滞
納
処
分
の
件
数
は
、
毎
年
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
括
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
納
税
相
談

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
度
滞
納
処
分
状
況

　

平
成
27
年
度
に
行
っ
た
滞
納
処

分
件
数
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
２
，３
０
０

万
円
余
り
が
市
税
な
ど
の
滞
納
金

に
充
当
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す

　

市
で
は
次
の
よ
う
に
平
日
延
長

業
務
・
休
日
業
務
を
行
っ
て
い
ま

融
機
関
へ
の
確
認
、
デ
ー
タ
抽
出

な
ど
お
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
口
座
振
替
依
頼
書
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
と
お
り
振
替
開

始
は
概お

お
む

ね
翌
々
月
と
な
り
ま
す
の

で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
固
定
資
産
税
の
振
替

口
座
の
変
更
依
頼
を
し

た
の
に
、
①
共
有
名
義
分
と
②
亡

く
な
っ
た
父
の
分
が
変
更
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

Ａ　
①
単
独
名
義
分
以
外
に

共
有
名
義
分
が
あ
る
場
合

に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
形
態（
○

○
外
１
名
、
桜
川
太
郎
・
花
子
）

ご
と
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

②
ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

分
も
登
記
簿
上
所
有
者
を
変
更
し

な
い
限
り
、
そ
の
方
の
お
名
前
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現

在
登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登
記

さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
当
該
年
度

分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
土
地
・
家

屋
の
所
有
者
は
、
４
月
に
発
送
さ

れ
た
納
税
通
知
書
の
「
課
税
明
細

書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
収
税
課
（
☎

０
２
９
６-

58-

５
６
２
１
直
通
）

納
税
に
は
口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す

平成27年度の滞納処分（差押え等）の状況
差押え物件 件数 税充当額（円）

差押え

不動産 21

14,937,139
預貯金 64
所得税の還付金 34
給与等 11
生命保険 40

公　売 不動産 9 8,071,933
合　計 — 179 23,009,072
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新規生徒大募集！
個別指導で国内最大規模の明光義塾で、子どもたちのサポートをしています！
将来の自分自身の成長に繋がる勉強を一緒に行なっていきましょう！

　岩瀬教室にて無料体験授業も行なっています！
まずは、お気軽にお電話下さい！

岩瀬教室 ☎0296-75-4119
受付：月～金（祝日含む）１5：００～２１：００

犬の美容室犬の美容室

動物取扱番号：茨城県第1593号　取扱業種：保管　登録年月日：Ｈ25.7.10
登録有効期限：Ｈ30.7.9　動物取扱責任者：藤沼 夏美

Ｔ Ｅ Ｌ　070-5573-8735

定　休　日　火曜日
営業時間　10：00～18：30

〒300-4505　筑西市田宿506-8（旧明野町）

Ｌｉｌａ ＲｕｈｅＬｉｌａ Ｒｕｈｅ
～リーラ・ルーエ～～リーラ・ルーエ～

歴

No.64
教育委員会生涯学習課
文化振興グループ
（�☎0296-20-6300）

史
資
料
館
だ
よ
り

国
史
跡
・
真
壁
城
跡
の
復
元
に
む
け
て
　

真
壁
城
跡
（
国
史
跡
）
は
、
中

世
の
真
壁
氏
の
城
跡
で
す
。

　

桜
川
市
で
は
、
真
壁
城
跡
を
わ

か
り
や
す
く
復
元
し
、
活
用
す
る

た
め
、
史
跡
真
壁
城
跡
保
存
整
備

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
発
掘
で
は
、
中
城

（
三
の
丸
）
の
中
心
部
に
、
安
土

桃
山
時
代
の
「
中
城
庭
園
」
が
出

土
し
ま
し
た
。
安
土
桃
山
時
代
と

い
え
ば
、
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

、
千せ

ん
の
り利

休き
ゅ
う、

古ふ
る

田た

織お
り

部べ

な
ど
が
活
躍
し
、
茶
室

や
露
地
に
よ
る
新
た
な
庭
園
文
化

が
発
展
し
た
時
代
で
す
。

　

中
城
庭
園
は
、
２
つ
の
池
を
中

心
に
、
飛
石
や
砂
敷
き
道
な
ど
の

露
地
、
茶
室
、
御
殿
、
能
舞
台
な

ど
を
備
え
た
広
大
な
庭
園
で
す
。

　

今
後
、
中
城
地
区
の
発
掘
成
果

や
復
元
計
画
に
つ
い
て
、
皆
様
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

真壁城跡「中城庭園」で出土した北池と筑波山のようす 
北池は、雨が降ると水が溜まり、池が復元されました。水面には筑波山が映ります。 

所在地：桜川市真壁町古城字中城　地内（真壁体育館　東側） 

古田織部の漫画「へ
うげもの」真壁図
書館にあります。

真
壁
城
跡
の

作
業
員
募
集

管
理
作
業
員
・
発
掘
作
業
員

■
募
集
人
員
／
管
理
（
５
名
）、

発
掘
（
20
名
）

■
勤
務
内
容

・
管
理
／
除
草
な
ど

・
発
掘
／
真
壁
城
内
発
掘（
屋
外
）、

出
土
品
整
理
（
室
内
）

■
雇
用
期
間
／
６
月
～
12
月
（
予

定
）

■
勤
務
地
／
真
壁
城
跡
（
真
壁
町

古
城
、
真
壁
体
育
館
東
側
）

■
勤
務
条
件
／
月
～
金
曜
日 

９

時
～
17
時
（
１
日
７
時
間
／
１
か

月
１
１
２
時
間
以
内
）

※
勤
務
時
間
は
、相
談
可
能
で
す
。

■
賃
金
／
時
給
８
０
０
円

■
募
集
用
件
／
桜
川
市
内
在
住
者

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
（
写
真
添
付
、連
絡
先
、

電
話
番
号
を
必
ず
記
入
）。
後
日
、

面
接
日
を
通
知
し
ま
す
。

■
募
集
期
限
／
５
月
20
日
（
金
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
大
和
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
〒
３
０
９-

１
２
４
２ 

桜
川
市
羽
田
９
８
９-

１
☎
０
２
９
６-

20-

６
３
０
０
）
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Health guide健康ガイド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ 0296 －75 －3159（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

詳細は、「桜川市健康カレンダー」をご覧ください。

〒309-1452 桜川市加茂部408

☎0296－75－0900
〒310-0846 水戸市東野町167-5

URL: http://www.adachikensetsu.co.jp

本　　社

☎029－247－1084

土木工事全般・解体工事全般・建築工事全般
舗装工事全般・産業廃棄物処理処分全般

足立建設株式会社

桜川営業所

建築全般

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所

住所：桜川市堤上407　講師：深谷尚子 0120－047－321

ＥＣＣジュニア・ＢＳつつみのうえ教室
国際的に認められた“高品質”な教育を提供

２歳児～大人まで
水～土曜日開講

「聞く・話す・書く・読む」の４つの
力をバランスよく習得できます。

すくすくと未来へ

フリー
ダイヤル

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分
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乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
４
～
７
か
月
児
育
児
相
談

・�

対
象
／
Ｈ
27
年
12
月
、
Ｈ
28
年

１
月
生

・
日
程
／
６
月
29
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
27
年
６
月
生

・
日
程
／
６
月
６
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
27
年
10
月
・
11
月
生

・
日
程
／
６
月
７
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
27
年
４
月
～
６
月
生

・
日
程
／
６
月
23
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

母
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
（
要
予
約
）

・
対
象
／
初
妊
婦
と
夫

・
日
程
／
６
月
１
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
16
時

・
持
参
／
母
子
健
康
手
帳

■
離
乳
食
相
談
（
定
員
20
名
）

・�

対
象
／
生
後
４
～
６
か
月
児
を

も
つ
保
護
者

・
日
程
／
６
月
３
日
（
金
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
９
時
45
分
～
10
時

・
開
催
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・�

日
程
／
６
月
14
日
（
火
）・
23

日
（
木
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

成
人
健
康
診
査

　

各
検
診
と
も
過
去
３
年
間
に
、

１
回
で
も
受
診
さ
れ
た
方
に
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
新
た
に
検
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
推
進
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

・�

日
程
／
６
月
10
日
（
金
）・
11

日
（
土
）

・�

会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

・
受
付
時
間
／
７
時
～
10
時

・�

内
容
／
特
定
健
康
診
査
、
高
齢

者
健
診
、
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、

胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
前
立
腺

が
ん
検
診

6

受
動
喫
煙
を
防
ご
う
！

※�

検
査
項
目
に
よ
り
対
象
年
齢
が

変
わ
り
ま
す
。

■
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診（
要

予
約
）

・�

対
象
／
子
宮
頸
が
ん
…
20
歳
以

上
の
女
性
、
乳
が
ん
…
30
歳
以

上
の
女
性

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
シ
ト
ラ
ス
」

・�

日
程
／
６
月
12
日
（
日
）
～
14

日
（
火
）

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

日
程
／
６
月
15
日
（
水
）
～
18

日
（
土
）、
20
日
（
月
）
～
22

日
（
水
）、
24
日
（
金
）、
27
日

（
月
）、
28
日
（
火
）

共
通
事
項

・�

受
付
時
間
／
乳
が
ん
の
み
…
10

時
～
10
時
15
分
（
検
診
が
な
い

日
も
あ
り
ま
す
）、
子
宮
頸
・

乳
が
ん
…
12
時
30
分
～
13
時

・�

内
容
／
子
宮
頸
が
ん
…
子
宮
頸

部
細
胞
診
、乳
が
ん
…
超
音
波
・

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
。
年
齢

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

精
神
保
健

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

　
「
最
近
、
よ
く
眠
れ
な
い
」「
人

の
視
線
が
気
に
な
る
」
な
ど
、
心

の
健
康
で
悩
ん
で
い
る
方
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
・
ご
近
所
・

職
場
の
方
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

・
日
程
／
６
月
23
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・�

内
容
／
精
神
科
医
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

６
月
５
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
上
の
原
病
院

・�

住
所
／
上
野
原
地
新
田
１
５
９

-

２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
３
０
（
休
日
専
用
）

６
月
12
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
内
科
宮
本
医
院

・�

住
所
／
真
壁
町
古
城
２
２
９-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
０
１

６
月
19
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

０
６
０
０

６
月
26
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
平
島
医
院

・
住
所
／
岩
瀬
１
９
８

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
５
１
０

　

健
康
推
進
課
で
は
、定
期
的
に
、

市
内
の
小
中
学
校
で
思
春
期
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、児
童
生
徒
に
、赤
ち
ゃ

ん
人
形
で
の
お
世
話
体
験
（
お
む

つ
交
換
、
抱
っ
こ
な
ど
）
や
妊
婦

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
た
妊
婦
さ
ん

体
験
を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
を

学
ん
で
も
ら
う
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
児
童
生
徒
か
ら
は
、

「
赤
ち
ゃ
ん
が
思
っ
た
よ
り
重

か
っ
た
」「
妊
婦
さ
ん
が
す
ご
く

大
変
な
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

赤ちゃん人形を使ったお世話を体験
する児童生徒たち

　

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
、
室

内
や
そ
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
、
知
ら
な
い
う
ち
に
他
の
人
の

た
ば
こ
を
吸
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
「
受
動
喫
煙
」
と
い
い
、
社
会

全
体
の
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
有
害
物
質
は
、
た
だ

よ
う
煙
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
喫
煙
し
て
い
る
人
の
近
く
に

い
る
と
、
健
康
を
害
す
る
危
険
度

が
高
く
な
り
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
火
か
ら
立
ち
の
ぼ
る

煙
を
副
流
煙
と
い
い
ま
す
。
副
流

煙
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
っ
て
い

な
い
た
め
、
有
害
物
質
が
そ
の
ま

ま
た
だ
よ
う
の
で
、
喫
煙
者
が
吸

う
た
ば
こ
の
煙
（
主
流
煙
）
よ
り

も
２
～
４
倍
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

　

１
日
20
本
以
上
喫
煙
す
る
ヘ

ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
の
人
の
妻
は
、

本
人
が
喫
煙
し
て
い
な
く
て
も
、

肺
が
ん
で
死
亡
す
る
割
合
が
、
喫

煙
し
な
い
人
の
妻
の
１
．
９‌

１
倍

に
も
な
り
ま
す
。

　

受
動
喫
煙
を
な
く
す
た
め
、
健

康
増
進
法
で
は
「
受
動
喫
煙
防
止

の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
」
と
定
め
て
お
り
、
多
く
の

病
院
や
学
校
、
役
所
、
職
場
、
飲

食
店
な
ど
で
禁
煙
対
策
や
分
煙
の

状
況
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
喫

煙
す
る
と
き
は
、
混
雑
し
た
場
所

や
閉
め
切
っ
た
室
内
で
の
喫
煙
は

控
え
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
は
、
妊
娠
・
出
産
を
控
え

て
い
る
若
い
女
性
の
喫
煙
が
多
い

状
況
で
す
。
子
宮
が
ん
や
乳
が
ん

な
ど
女
性
特
有
の
が
ん
の
発
症
率

が
高
ま
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
も
っ

と
も
心
配
さ
れ
る
の
が
妊
娠
中
の

女
性
の
喫
煙
で
、
流
産
、
死
産
、

低
体
重
児
の
出
産
な
ど
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
に
は
、
や
っ
ぱ
り

禁
煙
で
す
。
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
思
っ
た
方
は
、
禁
煙
外

来
を
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
市
内
に
も
禁
煙
外
来

を
設
置
し
て
い
る
医
療
機
関
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
）

小
中
学
生
向
け
に

�

思
春
期
教
育
を
実
施

※�

当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場

合
は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。



情報ひろば桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111

弁護士法人 萩原総合法律事務所弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩1分）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二、平久 真、野田 幹子茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二、平久 真、野田 幹子

検索萩原総合

日　時：5月29日（日） 9：00～16：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所

予約制となります。事情によりお断りする可能性もございます。
初回相談の方を優先させていただきます。

下館駅　南口
至新治至玉戸

● ホテル新東

1F BIGFACE

ひらり ●

入口

●
パチンコ
グランド麗都

●バス停
　下館駅南口

P

SATOHビル ２階

無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ

誠
実
に
、
忠
実
に
。

あ
な
た
の
側
で
、

そ
ば

〒300-4421 桜川市真壁町原方191-4
☎0296－23－9230

〒300-4513 筑西市中根94
本　　社

☎0296－52－2337

○粗　大　ゴ　ミ収集運搬業務
○事業系ごみ収集運搬業務
○一般廃棄物収集運搬業務

明野資源リサイクル㈱
真壁支店

さくらがわ　2016.5.1 12さくらがわ　2016.5.113

税

自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
の

方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た

ら
、
５
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
金
融
機
関
・
郵
便

局
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
・
ヤ
フ
ー

サ
イ
ト
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
も

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
の

方
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
受
付
期
間
は
納
期
限
（
５
月

31
日
（
火
））
ま
で
で
す
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
筑
西
県

税
事
務
所 

収
税
第
一
課
（
☎

０
２
９
６-

24-

９
１
９
０
）

健
康
福
祉

大
和
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
の
変
更

　

４
月
か
ら
、
次
の
場
所
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

・�

場
所
／
介
護
老
人
保
健
施
設

さ
く
ら
が
わ
内
（
東
飯
田

６
５
９
）

・�

電
話
／
０
２
９
６-

20-

６
０
７
１

※�

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と

は
、
地
域
の
高
齢
者
や
そ
の
ご

家
族
か
ら
の
介
護
の
相
談
を
受

け
た
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
な
ど
が
、
利
用

者
が
必
要
な
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
総
合
的
に
対
応
す

る
機
関
で
、
市
役
所
に
出
向
か

な
く
て
も
身
近
な
所
で
相
談
が

で
き
る
よ
う
市
で
委
託
し
て
い

る
も
の
で
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

５
月
納
期
の
税
・
保
険
料

納
期
限
／
５
月
31
日（
火
）

軽
自
動
車
税�

１
期（
暫
定
）・
随
時

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
岩
瀬
地
区
・
真
壁
地
区
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
岩
瀬
地
区

・�

場
所
／
桜
川
市
社
会
福
祉
協
議

会
内
（
鍬
田
６
１
２
）

・�

電
話
／
０
２
９
６-

76-

１
３
５
７

▼
真
壁
地
区

・�

場
所
／
介
護
老
人
保
健
施
設
マ

カ
ベ
シ
ル
バ
ー
ト
ピ
ア
内
（
真

壁
町
東
山
田
１
９
４
５
）

・�

電
話
／
０
２
９
６-

54-

２
８
０
０

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６-

73-

４
５
１
１
直
通
）

お
知
ら
せ

真
壁
伝
承
館
の
臨
時
休
館
日

　

４
月
か
ら
、
真
壁
伝
承
館
お
よ

び
真
壁
図
書
館
の
休
館
日
は
年
末

年
始
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
施
設
の
消
防
設
備
、

電
気
設
備
な
ど
の
定
期
点
検
お
よ

び
定
期
清
掃
の
た
め
、
次
の
日
は

臨
時
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

■
臨
時
休
館
日

５
月
16
日（
月
）、７
月
４
日（
月
）、

８
月
１
日（
月
）、10
月
17
日（
月
）、

平
成
29
年
１
月
16
日
（
月
）、
３

月
13
日
（
月
）

■
問
合
先
／
生
涯
学
習
課
（
大

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
シ
ト

ラ
ス
内
、
☎
０
２
９
６-

20-

６
３
０
０
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
」
を
実
施

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
平

成
28
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
平

成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。
全
国
の
す

べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
５
月
中
に
調
査
員

が
お
伺
い
し
て
直
接
配
布
す
る

か
、
国
が
郵
送
し
ま
す
。

　

調
査
員
が
お
伺
い
す
る
場
合

は
、必
ず「
調
査
員
証
」お
よ
び「
従

事
者
用
腕
章
」
を
身
に
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
回
答
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回

答
は
、
簡
単
・
安
心
で
24
時
間
対

応
で
す
。

■
問
合
先
／
企
画
課　

統
計
担

当
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
２
７
４
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

い
ば
ら
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

カ
ー
ド
が
全
国
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

４
月
か
ら
、
い
ば
ら
き
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
カ
ー
ド
が
全
国
各
都
道
府

県
の
子
育
て
家
庭
優
待
制
度
な
ど

の
協
賛
店
舗
で
、
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
外
で
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ー
ド

を
利
用
す
る
場
合
は
、
全
国
共
通

ロ
ゴ
入
り
の
新
し
い
カ
ー
ド
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
交
付
対
象
者
／
妊
娠
中
（
配
偶

者
を
含
む
）、
ま
た
は
18
歳
未
満

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

※�

１
世
帯
に
１
枚
の
交
付
と
な
り

ま
す
。

■
有
効
期
限
／
一
番
下
の
子
ど
も

が
18
歳
に
な
っ
た
年
度
の
３
月
31

日
ま
で

■
交
付
場
所
／
児
童
福
祉
課
（
岩

瀬
庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
新
カ
ー
ド
と
の
交
換
／
旧
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
窓
口
に
て

新
カ
ー
ド
と
交
換
し
ま
す
の
で
、

旧
カ
ー
ド
を
持
参
の
上
、
交
付
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

旧
カ
ー
ド
も
県
内
協
賛
店
舗
で

あ
れ
ば
、
引
き
続
き
ご
利
用
で

き
ま
す
。

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（
☎

平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義

援
金
を
受
付
中

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
熊
本
地

震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す

る
た
め
、
義
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
義
援
金
名
称
／
平
成
28
年
熊
本

地
震
災
害
義
援
金

■
受
付
期
間
／
４
月
18
日
（
月
）

～
６
月
30
日
（
木
）

■
義
援
金
送
付
先

金融機関 口座番号 口座名義

常陽銀行
本店営業部 普）89731 日本赤十字社茨城県支部

　支部長　橋本　昌

筑波銀行
県庁支店 普）1141543 日本赤十字社茨城県支部

　支部長　橋本　昌

茨城県信用組合
県庁前支店 普）7552761 日本赤十字社茨城県支部

　支部長　橋本　昌

郵便局 00130-4-
265072

日赤平成28年熊本地震災害
義援金

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
２
６
直
通
）

※�

社
会
福
祉
課（
岩
瀬
第
2
庁
舎
）

で
も
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

寄
付
金

　

紫
尾
小
学
校
昭
和
62
年
度
卒
業

生
24
人
（
小こ

高だ
か

和か
ず

也や

代
表
）
か
ら
、 

紫
尾
小
学
校
に
12
万
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

０
２
９
６-

75-

３
１
５
６
直
通
）

募
集

赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界

１
８
９
か
国
に
組
織
さ
れ
る
赤
十

字
・
赤
新
月
社
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

海
外
で
の
救
護
活
動
や
国
内
で
の

災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
、
救
急

法
な
ど
の
講
習
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
青
少
年
の
育
成
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

活
動
資
金
（
ご
寄
付
）
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
年
間
５
０
０
円
以

上
を
ご
支
援
い
た
だ
け
る
方
々
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
２
６
直
通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

筑
西
地
方
家
族
会 

参
加
募
集

　

筑
西
・
結
城
・
桜
川
市
在
住
で

親
・
夫
・
妻
・
子
供
の
心
の
病
気

で
お
悩
み
の
方
、
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

※�

開
催
日
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
定
例
会
開
催
日
／
５
月
24
日
、

７
月
26
日
、
９
月
27
日
、
11
月
22

日
、
平
成
29
年
１
月
24
日
、
３
月

28
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

■
交
流
会
開
催
日
／
６
月
28
日
、

８
月
23
日
、
10
月
25
日
、
平
成
29

年
２
月
28
日（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

■
開
催
時
間
／
13
時
～

■
開
催
場
所
／
筑
西
保
健
所
（
筑

西
市
甲
１
１
４
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西
地

方
家
族
会 

会
長 

古こ

池い
け

源げ
ん

造ぞ
う

（
☎

０
２
９
６-

52-

２
７
４
３
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

市
民
講
座
「
知
っ
て
い
ま
す

か
？
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
」

■
日
時
／
５
月
22
日
（
日
）、
14

時
15
分
～
16
時
30
分

■
会
場
／
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
つ
く
ば
市
吾
妻
１-

10-

１
）

■
講
師
／
東
京
医
科
大
学
茨
城
医

療
セ
ン
タ
ー 

歯
科
口
腔
外
科　

教
授 

松ま
つ

尾お 

朗あ
き
ら 

先
生

■
料
金
／
無
料

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
一
般
社

団
法
人 

茨
城
県
保
険
医
協
会 

担

当 

高た
か

田だ

（
☎
０
２
９-

８
２
３-

７
９
３
０
）



桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111情報ひろば

時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

▼診察時間

9：30～12：30
12：30

9：00
〜

（受付は 12：00まで）

（受付は 18：30まで）
14：30～19：00

曜日 月 火 水 木 金 土 日

◯

◯

◯ 休

休

休

休休◯

◯

◯

◯

◯

来院前に、必ずご連絡ください。

Baby Kumon教室開講中0～2歳の親子で参加
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　市民の皆様の声を行政に反映
するために、市長とお話しして
みませんか。話題はなんでも結
構です。
　なお、市長は職務上、急な用
務が入る場合がありますので、
その場合は副市長などが対応す
ることになります。
　お手数でも事前（前日）にお
問い合わせください。
■日時／ 5 月 23 日（月）
   9 時～ 12 時・13 時～ 16 時
■場所／市役所 大和庁舎
■�問合先／秘書広報課（☎ 58-

5111・75-3111 代表）
※�次 回 ／ 6 月 20 日（ 月 ） は、

市役所岩瀬庁舎で開催します。

市長と語ろう！
「市民の日」

「
２
０
１
６

ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
く
ら
が
わ
」

に
伴
う
交
通
規
制

■規制箇所・時間
①�県道７号線／約 3.2km、

石岡方面片側車線車両規制・8 時 15 分～ 9 時 30 分
②�稜線林道／約 18.1km

全面通行止め・8 時 15 分～ 10 時 30 分

猿田小学校
雨引観音市役所

（大和庁舎）

市役所
（真壁庁舎）

真壁消防分署

加波山

足尾山

文

２

１

稜線林道稜線林道

きのこ山

■
規
制
日
／
５
月
15
日
（
日
）

■
問
合
先
／
ツ
ー
ル
・
ド
・
さ

く
ら
が
わ
実
行
委
員
会
（
☎

０
２
９
６-

70-

４
１
５
６
）

　

市
で
は
、
桜
川
市
に
定
住
す
る

た
め
に
、
市
外
か
ら
転
入
し
て
住

宅
を
取
得
さ
れ
た
方
の
う
ち
所
定

の
要
件
を
満
た
す
方
に
、
最
大

50
万
円
の
定
住
促
進
助
成
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
地
域
を
活
性
化
す

る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
申
請
期
限
／
平
成
30
年
３
月
31

日■
助
成
対
象
者
の
要
件
（
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
）

▼
申
請
日
の
直
近
３
か
年
以
内
に

Ｉ
タ
ー
ン
ま
た
は
Ｕ
タ
ー
ン
を
さ

れ
た
方
（
住
民
票
に
記
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
）

・ �
Ｉ
タ
ー
ン
／
初
め
て
桜
川
市
に

転
入
し
て
住
所
を
定
め
る
こ
と
。

・ �

Ｕ
タ
ー
ン
／
桜
川
市
か
ら
転
出

後
１
年
以
上
を
経
過
し
て
か
ら
、

再
び
桜
川
市
に
転
入
し
て
住
所

を
定
め
る
こ
と
。

▼
桜
川
市
内
で
、
新
築
住
宅
ま
た

は
中
古
住
宅
を
取
得
し
、
か
つ
、

そ
の
所
有
権
を
平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
不
動
産
登
記
簿
に
登
記

さ
れ
た
方

▼
申
請
日
の
直
近
の
４
月
１
日
現

在
で
、
年
齢
20
歳
以
上
45
歳
以
下

で
あ
る
方

▼
世
帯
全
員
に
市
税
等
の
滞
納
が

な
い
方

▼
以
前
に
定
住
促
進
助
成
金
の
支

給
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

▼
申
請
に
つ
い
て
共
有
名
義
者
全

員
の
同
意
を
得
た
方
（
取
得
し
た

住
宅
が
共
有
名
義
の
場
合
）

■
加
算
助
成
金

　

新
婚
世
帯
ま
た
は
子
育
て
世
帯

の
方
に
は
、
助
成
金
の
金
額
を
加

算
し
ま
す
。

・ �

新
婚
世
帯
／
申
請
日
時
点
で
婚

姻
後
３
か
年
以
内
で
あ
る
世
帯

・ �

子
育
て
世
帯
／
出
生
か
ら
義
務

教
育
修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
扶

養
し
て
い
る
世
帯

※
同
居
は
要
件
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■ 

助
成
金
の
金
額

・ �

基
本
助
成
金
／
新
築
住
宅
30
万

円
、
中
古
住
宅
15
万
円

・ �

加
算
助
成
金
／
新
築
住
宅
20
万

円
、
中
古
住
宅
10
万
円

■
問
合
せ
・
申
請
先
／
都
市
整

備
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
１
６
６
）

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
し
て

市
内
に
定
住
さ
れ
る
方
に

�

助
成
金
を
支
給
し
ま
す

桜
川
市
定
住
促
進
助
成
金



介護のご相談は

居宅介護支援事業所

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071

入所・短期入所・
通所リハビリテーション

介護老人保健施設

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071
URL:http://www.douaikai.or.jp

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

延島クリニック延島クリニック
☎0296-58-5058

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
俳
句
会
】

風
よ
り
も
光
に
揺
れ
て
猫
柳�

細
谷
　
充
女

さ
く
ら
さ
く
ら
い
つ
も
手
元
に
辞
書
を
置
き

�

萩
原
　
き
し
の

天
仰
ぎ
総
身
日
を
浴
び
春
感
ず�

入
山
　
ひ
ろ
子

こ
こ
か
ら
は
見
え
て
い
る
な
り
春
障
子

�

若
色
　
す
み
女

花
吹
雪
く
る
り
く
る
り
と
河
馬
の
耳

�

渡
部
　
千
恵
子

眠
り
て
も
夢
の
中
ま
で
花
吹
雪�

三
代
　
み
ち
よ

見
上
る
や
天
よ
り
枝
垂
れ
ざ
く
ら
か
な

�

小
林
　
啓
治

【
茂
山
俳
句
会
】

黒
と
い
ふ
力
あ
り
け
り
春
の
土�

鈴
木
　
ノ
ブ
子

母
の
世
は
多
産
蘖

ひ
こ
ば
え競
ひ
立
ち�

皆
川
　
一
女

測
る
度
変
る
血
圧
木
の
芽
寒�

宮
本
　
芳
江

免
許
返
上
不
自
由
な
れ
ど
春
の
道�

大
関
　
く
に

芽
吹
か
ん
と
一
山
力
溜
め
て
を
り�

吉
原
　
秀
子

一
山
を
押
し
上
げ
て
ゐ
る
木
の
芽
ば
れ

�

鈴
木
　
つ
ぎ

鶯
の
意
外
な
近
さ
鍬
止
め
る�

海
老
沢
　
幸
子

倒
木
の
芽
吹
き
を
急
ぐ
力
か
な�

宮
本
　
立
男

筑
波
嶺
を
仰
ぐ
端
山
の
初
蕨�

金
子
　
弘
毅

親
も
子
も
感
極
ま
り
し
卒
園
歌�

今
井
　
繁
子

訪
れ
る
人
な
き
庭
に
木
の
芽
風�

笠
倉
　
陽
子

戦
国
の
武
将
の
国
や
桃
の
花�

海
老
沢
　
静
夫

枝
毎
に
芽
吹
き
異
な
る
欅
か
な�

植
竹
　
ふ
み

雑
木
林
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
花
明
り�

松
崎
　
い
ま

大
欅
も
ろ
手
を
あ
げ
て
芽
吹
き
け
り�

竹
林
　
て
る

先
駆
け
て
青
む
柳
の
母
校
か
な�

吉
原
　
京
子

妙
音
に
雲
流
れ
ゆ
く
涅
槃
西
風�
君
島
　
真
理
子

五
風
十
雨
山
が
ふ
く
ら
む
芽
吹
き
か
な�
飯
山
　
昭

　
短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

は
だ
れ
雪
庭
を
お
ほ
ひ
て
寒
椿
紅
を
散
ら
せ
り
黄
も

は
つ
か
見
せ�

鈴
木
　
英
雄

今
ど
き
は
豆
撒
き
な
ん
て
は
や
ら
ん
と
愚
痴
り
つ
つ

撒
く
高
三
の
孫�

石
田
　
守
子

両
陛
下
の
慰
霊
の
旅
の
白
菊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
の

明
か
り
と
な
さ
ん�

浜
野
和
　
操

お
ほ
ら
か
な
二は

た

ち

十
歳
の
孫
に
平
和
へ
の
思
ひ
を
送
る

ち
ひ
ろ
カ
レ
ン
ダ
ー�

古
賀
　
澄

寒
の
湯
を
う
け
て
潤ほ

と

び
し
土
匂
う
山
の
墾は

り

田た

の
霜
つ

よ
き
朝�

小
林
　
美
瑳
子

雪
の
こ
る
庭
面
へ
ほ
の
か
に
灯
篭
の
あ
か
り
さ
し
を

り
大
寒
に
入
る�

瀧
井
　
幸
子

北
風
の
止
み
た
る
畦
に
仏
の
座
む
ら
さ
き
小
さ
く
円ま

ど

居い

て
お
り
ぬ�

渡
辺
　
し
な
子

寄
せ
鍋
に
師
よ
り
賜
は
る
ぎ
ん
な
ん
を
家
族
と
食
め

ば
し
み
じ
み
温
し�

大
関
　
に
ち
子

祖お
や

よ
り
の
広
き
畑
は
野
と
な
り
て
夏
は
夏
草
・
秋
は

秋
草�

萩
原
　
き
し
の

一
ぱ
い
の
寒
水
六
腑
に
し
み
わ
た
り
萎
え
た
る
気
分

奮
い
立
た
せ
り�

榎
戸
　
正
江

両
陛
下
慰
霊
の
旅
を
終
へ
ら
れ
て
面
輪
や
さ
し
く
帰

り
来
た
り
ぬ�

広
沢
　
日
出
子

山
あ
け
び
背
伸
び
し
な
が
ら
蔓
を
引
く
高
き
と
こ
ろ

は
小
鳥
に
残
す�

泉
　
三
郎

細
雪
し
ず
か
に
降
る
を
眺
め
つ
つ
い
つ
し
か
我
は
ね

ぎ
ら
わ
れ
て
お
り�

飯
田
　
良
江

新
年
の
光
ま
ぶ
し
き
青
空
は
命
の
み
な
も
と
　
息
深

く
吸
う�

浅
賀
　
順
子

幼
き
日
友
と
遊
び
し
里
山
に
一
人
来
た
れ
ば
万ま

ん

作さ
く

咲

け
り�

大
久
保
　
富
美
江

【
一
般
投
稿
】

受
験
漬
け
孫
の
笑
顔
に
涙
し
て
桜
咲
く
日
の
我
れ
は

待
つ
の
み�

稲
川
　
好
子
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この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています

� 住民基本台帳　4月１日現在

【 男 】　　21,784 人	 （ー 75）
【 女 】　　22,258 人	 （ー 71）
【 計 】　　44,042 人	 （ー146）
【世帯】　　15,286 世帯	（± 0）
� （　　）は対前月増減

　４月上旬つくばりんりんロード雨引休憩所では、満
開の桜トンネルで自転車愛好家や、訪れた訪問者を出
迎えしました。
　市内には高峯のヤマザクラをはじめ、磯部公園、雨
引山やつくし湖など多数の桜の名所があり、来訪者は
年々増えています。
　写真は小春日和のなか、つくばりんりんロード（雨
引休憩所）を走行するサイクリストの様子。

【 表　紙 】

広
報

さ
く

ら
が

わ
N

o
.2

5
5
 5

月
1

日
発

行
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://w
w

w
.city.sakuragaw

a.lg.jp
E メ

ー
ル

：
 info@

city.sakuragaw
a.lg.jp

TEL：
0296-58-5111（

代
表

）
FAX：

0296-58-5115
〒

309-1293 茨
城

県
桜

川
市

羽
田

1023 番
地

発
行

：
桜

川
市

／
月

２
回

（
１

日
／

 15 日
）　

編
集

：
市

長
公

室
秘

書
広

報
課

人 口 と 世 帯

深圳市中国国際旅行社の視察ツアーの皆さんと大塚市長

い
ま
し
た
。
伊
勢
屋
旅
館
で
は
大

塚
市
長
が
視
察
団
を
出
迎
え
、
桜

川
市
を
紹
介
。
今
回
の
視
察
で
、

市
長
自
ら
出
迎
え
を
行
っ
た
の
は

桜
川
市
だ
け
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
視
察
者
も
大
変
感
激
し
た
様

子
で
し
た
。

　

桜
川
市
で
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
資
す
る
た
め
、
今
後
も
訪

日
外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

３
月
７
日
に
、
茨
城
空
港
の
航

空
便
が
就
航
し
て
い
る
中
国
深し

ん

圳せ
ん

市し

の
旅
行
会
社
「
深
圳
市
中
国
国

際
旅
行
社
」
の
視
察
ツ
ア
ー
が
桜

川
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

茨
城
県
観
光
物
産
課
（
現
在
は

国
際
観
光
課
）
で
は
、
外
国
人
観

光
客
の
誘
客
促
進
の
た
め
、
海
外

の
旅
行
会
社
に
対
し
て
県
内
観
光

地
を
視
察
し
て
も
ら
う
取
組
を
実

施
。
今
回
、
桜
川
市
か
ら
同
課
に

派
遣
中
の
職
員
の
働
き
掛
け
に
よ

っ
て
、
桜
川
市
へ
の
視
察
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

近
年
、
全
国
的
に
中
国
人
観
光

客
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
中
国

で
は
ま
だ
ま
だ
茨
城
県
の
情
報
は

知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
今
回
、
旅
行
会
社
の
方
が
実

際
に
視
察
に
来
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、
今
後
、
桜
川
市
に
も
中
国

人
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
真
壁
の
西
岡
本
店
、

伊
勢
屋
旅
館
を
視
察
。
西
岡
本
店

で
は
、
蔵
を
活
用
し
た
雛ひ

な

飾
り
の

展
示
を
視
察
し
ま
し
た
。
ラ
ン
プ

で
幻
想
的
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
雛
飾
り
に
視
察
者
も
感
動
し
て

中
国
の
旅
行
会
社
が

桜
川
市
の
観
光
地
を
視
察

　

今
年
か
ら
岩
瀬
認
定
こ

ど
も
園
と
な
り
、
４
月
４

日
に
開
園
式
、
入
園
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

満
開
の
桜
の
祝
福
を
受

け
て
、
新
し
い
１
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ぞ
う

組
の
お
友
達
は
22
人
。
新

し
い
お
部
屋
、
新
し
い
先

生
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
戸
惑
い

な
が
ら
も
元
気
一
杯
に
登

園
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
小
さ

い
お
友
達
の
お
手
本
と
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

み
ん
な
　
な
か
よ
し

岩瀬認定こども園
ぞう組

年長さんご紹介
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